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大会 発 表 要 旨2006.11.19 『デザイン理論』50/2007

「文 化 」 の変 容 と都 市 デ ザ イ ン

～ イギ リス ・ポス ト工業都市 を例 に 一

吉村典子/宮 城学院女子大学

はじめに

ヨーロ ッパの都市は,君 主制時代の 「ヴィ

スタ」を意識 したデザインから市民の 「暮 ら

し」を意識 したデザインに至るまで,様 々な

視点,手 法により形成されてきた。近年では,

1970年代の経済不況とそれに伴 う都市空洞化

からの再生が専らの課題であったが,そ の再

生の主軸となったのが 「文化」であった。特

に,産 業構造の転換により打撃を受けたイギ

リスの工業都市は 「文化都市」として再生を

はかってきた。その過程を振 り返ると,こ の

四半世紀の間に再生の手法も多様化し,そ の

変化は,「 文化」の変容とほぼ軌を一にして

いる。そ こで本稿では,「文化」の変容と都

市デザインの関係性を考察する。その関係性

が,こ の四半世紀のポス ト工業都市のデザイ

ンを形成 してきたと考えられるからである。

1,「 文化」の変容

イギリスでは,1980年 前後から再生プロジェ

クトが進められていったが,そ の初期の段階

において共通してみられる手法が,廃 墟 ・遊

休地に 「文化」的要素を盛 り込むことによる

高級化であった。その要素とは美術 ・博物館

など,伝 統的ハイカルチャーのイメージに依

存 した施設の底上げといえるものであった。

しか し遊休地 に人が流れるようになると,

「文化」は物理的再生,さ らには経済的再生

においても不可欠なものとなり,1990年 代に

はマーケティングの対象と化 してい く。「文

化産業」が確立 していくのもこの頃であり,

各都市の売 りとしての地元独自の文化が発掘

されていった。

その中で移民やゲイ等が集中する地 区も

「特質」 として注 目され,例 えばマ ンチ ェス

ターで はそれ らは 「チ ャイナ ・タウ ン」化,

「ゲイ ・ヴィ レッジ」化 され,マ イノ リテ ィー

文化が都市 再生 の文脈 の中で も市民権を得て

い く。ハイカルチ ャーか ら,こ れ らの都市が

潜在的に もつオルターナティヴ ・カルチ ャー

が,都 市再生資源 と して着 目されてい くよ う

にな るのである。

前述 のよ うに,1980年 代 の 「文化都市」 の

関心 は,美 術博物館,国 際会 議場 ・展示場 の

よ うな大規模な文化イ ンフラの整備,バ レエ

団や楽団の誘致 や育成 とい うよ うに,専 らハ

イカル チャーであ った。 しか し一方で,イ ギ

リスにおいては,ハ イカルチ ャーのような 自

明の文化の隙間で,1960,70年 代 にはカウ ン

ター ・カルチ ャーが培 われて きた。初期再生

プロジェク トの中で空 き工場が次 々と 「ハイ

カルチ ャー」施設 に転用 されてい ったわけで

あ るが,そ れ以 前 には,「 隙 間」 で あったそ

の場所で,例 えば,マ ンチェスターでは レコー

ド会社 「フ ァク トリー ・レコー ド」 が設立 さ

れ,音 楽 ジャンル 「ハ ウス ・ミュー ジック」

も発展 してい る。 また,運 河通 り沿 いには,

ゲ イた ちが 「ヴィレッジ」 を形成 してきた経

緯 もあ る。都 市再生 の過程 の中で,文 化が提

示 され るものか ら,創 造 し発信す るものへ と

認識 されてい くなかで,こ う した 「隙間」で

の創 造性溢 れる活動が,広 く都市文化 と して

も共 有 されてきたわけで ある。

2,過 ごす場 と しての都市デザイ ン

こうした「隙間」に付与 された創造 的イ メー

ジが,19世 紀 以降定着 した郊外 住宅化 および

「職住分離」 の スタイル とは反対 のベ ク トル
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を形成 している。市の調査 によると,マ ンチェ

スターの都心 での住宅数 は,1990年 代 前半か

ら2000年 前 後 の問 に約3倍 の伸 びをみせ,そ

の総 数の50%近 くが既存の建物か ら転用 され

てい る。 こうした住宅での1世 帯の居住者 数

は平均1.4人 で,全 体の3分 の2が 一 人暮 ら

し,70%が40歳 以 下で,社 会経済階層 は 「A」

つま り,管 理職お よび専門職についている。

こうした層が,21世 紀 の 「職住近 接」 型のラ

イフスタイル を形成 してい るといえ る。 その

住人 と都市文化 との関わ りをみ ると,都 市 に

住 む利点 として,職 場 に近い ことに次 いで,

「文 化/社 交施設」 に近 い点を あげて い る。

具体 的には,シ ョッピング施設に次 いで,パ

ブ,バ ー,カ フェや レス トラン等 の利用 が多

数 を しめている。つま り,都 市住人 が求 めて

いる文化 とは,ハ イカルチ ャーではな く,生

活 の中の大衆的な文化であ る。

一方
,自 治体お よび国 も,都 市活性化 の政

策 と して24時 間都市 を課題 としてあげ,営 業,

就 労時間がおわ って静ま りかえる都市 ではな

く,そ の後 も賑わいのある都市づ くりをめざ

している。その中で注 目されているのがカフェ

文化であ る。それは都市 活性化 において,賑

わ いを提供す るだ けな く,利 用者 にとって は

パ ブや レス トランよりも,自 分 な りの過 ご し

方ので きる空間であ り,パ ブ リックであ りな

が ら,私 的 に過 ごせ る場 である。今や カフェ

戦争 といわれてい るほ ど,そ の数 は増 えて い

るが,そ れ らの 「職場,家 庭 につ ぐ第三の場」

という戦略は,こ うした都市生活者 の求 めと

合致す る もの といえ る。 このよ うに,家 で の

生活の延長線上にあ る機能 が都市 に求 め られ

て いるのであ り,昨 今のパブ リック ・レル ム

に力点を おいた再生 プ ロジェク トは,都 市 に

多 くの過 ごす場を提 供しながら,こ うしたニー

ズにこたえて いるのである。

パ ブ リック ・スペースの改善 とと もに,家

の内と外という境界が都市住宅において曖昧

化 してきている。近年,こ うした都市再生過

程で開発された都市住宅に必ずみられるのが,

「アウ トドアルーム」であり,室 内の延長線

上に外界とつながるもう一つのスペースであ

る。 これまでの都市住宅は高密度であるが故

に,プ ライバシーを守るための内と外の物理

的隔たりをつけてきたが,そ れとは逆の方向

である。先にとりあげた1世 帯に1.4人 とい

う暮 らしは,ひ とり及びそれに近い暮 らしの

自由さがある一方で,そ うであるから人の存

在や気配を求めている。 こうした相反する要

素の共存を可能にするのが,ア ウトドアスペー

スである。そこでは外界の風景のみならず外

界の人の気配を感 じさせ,直 接言葉を交わさ

ないにしても,物 理的に空間を共有するとい

う外界とのコミュニケーションが成立 してい

るのである。

おわ りに

現在,「 都市ブーム」 といわれるほど,都

市に人が流れている。1970年 代の深刻な都市

空洞化の状況からすれば一応の再生を果た し

たといえるかもしれない。それは,再 生の主

要資源である 「文化」の多様な解釈と提示に

よるところも大きいといえるが,そ れと人々

とを結ぶコミュニケーション・メディアの仕

掛けが,単 なる人の流れだけでな く,過 ごす,

暮らす場というような真に生きた都市として

の蘇 りをもたらしていることにもよるであろ

う。都市再生に不可欠な賑わいは,現 実空間

で体験することによって成立する。都市では

様々なシステムの高速化あるいはサイバース

ペース化が進んではいるが,イ ギ リスのポス

ト工業都市では,都 市生活をリアリティをもっ

て体感するしくみも構築 されている。そして,

それが日常という文脈で営まれていることが,

イギ リスの都市は 「再生」の次の段階にある

ことを物語っているのである。
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